
『ネコになりたかった 

クモのルイージ』 
 

ﾐｼｪﾙ･ﾇｰﾄﾞｾﾝ/さく 
ｹﾋﾞﾝ･ﾎｰｸｽ/え 

福本友美子/やく 
岩崎書店 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『お直しで大解決
だいかいけつ

! 

ダーニングヒーローズ』 
 

高森美由紀/作 

岩崎美奈子/絵 

文研出版 

 

２０２５年度 

『すごいぜほんの 

ちからって！ 
モーリスのおうちはライブラリー』 

ﾃﾞｨﾃﾞｨｴ･ﾚｳﾞｨ/ぶん 

ﾛﾚﾝﾂｫ･ｻﾝｼﾞｮ/え 

はしづめちよこ/やく 
ｲﾏｼﾞﾈｲｼｮﾝ･ﾌﾟﾗｽ 

 ネズミを食べるために、ネコのモーリスが思いつい

たのは、声を出して本を読むこと。お話を聞きにきた

ネズミたちを、つかまえる作戦
さくせん

だ。はたして、うまくい

くのかな？ 

 

あだち電子図書館
と し ょ か ん

 
くわしくはコチラ 

大きなクモがソファーの下でねていると、おばさんに

ネコとかんちがいされちゃった！クモは、ルイージとよ

ばれていっしょにあそぶうちに、ネコのふりもいいか

もと思いはじめました。 

 

学校に通うハンフリーは、人のことばがわかるかし

こいハムスター。大
だい

好
す

きなマック先生といつもいっし

ょにいたのに、マック先生はハンフリーをのこして学

校からいなくなってしまった！ 

移動
い ど う

教室の班
はん

決
ぎ

めで、仲
なか

良
よ

しのガッコとコマリから

同
おな

じ班
はん

に入れてもらえなかった。理由
り ゆ う

を聞いても

「言わなきゃわからないの？」「自分で考えなよ」。

あたしはふたりに何をしたの？ 

『ぼくは 

学校ハムスター １』 
 

ﾍﾞﾃｨ･G.ﾊﾞｰﾆｰ/作 
尾高薫/訳 

ももろ/絵 
偕成社 

『あたしデイズ』 
 

いとうみく/作 

平澤朋子/絵 
新日本出版社 

クリスマスイブにねぼうしてしまったサンタさん。赤い

ふくをうらがえしにきてしまい、黒いサンタになっちゃ

った！このサンタさん、いつものやさしいサンタさんと

ちがって、ちょっとこわそう。 

 

『うらがえしサンタ』 
 

苅田澄子/作 

高畠那生/絵 
佼成出版社 

『やまをうごかした 

ミン・ローさん』 
 

ｱｰﾉﾙﾄﾞ･ﾛｰﾍﾞﾙ/さく 
こみやゆう/やく 

好学社 

山のふもとの家を気に入っている、ミン・ローさんと

おくさん。でも岩がおちてくるので、山のことはすき

ではありません。そこで、山をうごかすほうほうを、村

のけんじゃに聞いてみることにしました。 

 

→ あだち電子図書館
としょかん

で読める本 

→ 読みやすい本 
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竜一
りゅういち

の祖父
そ ふ

は洋服
ようふく

のお直し（ダーニング）の店をしていた。クラスメイトの乙葉
お と は

が店に行くと、山の精
せい

が布を持って現
あらわ

れ、竜
りゅう

の目
め

沼
ぬま

の洪水
こうずい

を止めてほしいと

言う。この布で、どうやって止めるのだろうか。 

 



『はじめての着衣泳
ちゃくいえい

教室 

海水浴
かいすいよく

、川遊
あそ

び、プール、 

豪雨
ご う う

、津波
つ な み

など水の事故
じ こ

 

から命
いのち

を守
まも

る』 

岩崎恭子/著 

誠文堂新光社 

 
着衣泳
ちゃくいえい

では、あお向
む

けになって浮
う

く「背浮
せ う

き」の

練習
れんしゅう

をします。服
ふく

を着
き

たままではうまく泳
およ

げないの

で、浮
う

いたまま救助
きゅうじょ

を待
ま

ちます。泳
およ

いで体力を使
つか

う

より、助
たす

かる可能性
かのうせい

が高くなるからです。 

 

  

 

『ブックキャット 

ネコのないしょの仕事
し ご と

！』 
 

ﾎﾟﾘｰ･ﾌｪｲﾊﾞｰ/作 
ｸﾗﾗ･ｳﾞﾘｱﾐｰ/絵 
長友恵子/訳 

徳間書店 

 
戦争中
せんそうちゅう

に生まれたネコのモーガン。あることから

出版社
しゅっぱんしゃ

専属
せんぞく

の「ネズミとりネコ」となりました。さら

にモーガンは、やってくる作家たちを観察し、見こみ

がある人かを選
えら

ぶ手伝
てつだ

いを始
はじ

めました。 

『１００年 

見つめてきました』 
 

吉野万理子/作 

川上和生/絵 
講談社 

 

わたしは飛行塔
ひこう とう

。遊園地
ゆうえんち

の乗
の

りものとして、生駒山
いこまやま

に造
つく

られました。それから１００年近く、山のてっぺん

からいろんなものを見てきました。どんなできごとが

あったのか、お話しします。 

読みやすい本には 
ハムハムがいるよ 

『おばあちゃんの 

にわ』 
 

ﾄﾞｰﾝ･ｹｲｼｰ/文 
ｼﾞｪｼｶ･ｺｰﾄﾆｰ･ﾃｨｯｸﾙ/絵 

横山和江/訳 
出版ﾜｰｸｽ 

 

 
おばあちゃんのにわは、しぜんのまま。それは、おば

あちゃんがいなくなってもかわらない。めがでて、花

がさき、葉
は

がおちて、雪で白くなる。わたしは、このに

わを大切にしていく。 

 

『ふでばこのくにの冒険
ぼうけん

 

ぼくを取
と

りもどすために』 
 

村上しいこ/作 

岡本順/絵 
童心社 

 

修人
しゅうと

のふでばこの中のぶんぼうぐたちは、だれも見

ていない間だけ、動
うご

いたり話したりできる。修人
しゅうと

がマ

マに会えなくて苦
くる

しんでいることを知ったぶんぼうぐ

たちは、ある作戦
さくせん

を立てる。 

『ポラン先生ときけんな 

マジックショー』 
 

北川佳奈/作・絵 
小学館 

北国の森でひっそりくらしているタヌキのポラン。冬

のある日、カモのドリがたずねてきます。食べすぎで

とべないし、列車
れっしゃ

にのるお金もないから、家族
か ぞ く

のまつ

南国へつれて行ってほしいというのです。 

『宿場町
しゅくばまち

の一日』 
 

いわた慎二郎/作・絵 
講談社 

江戸
え ど

時代
じだ い

、神社
じんじゃ

へおまいりする人、手紙をはこぶ

飛脚
ひきゃく

など、いろいろな人が旅
たび

をしていました。旅館
りょかん

があつまった宿場町
しゅくばまち

では、夜明けまえからおきだし、

朝ごはんのじゅんびがはじまります。 

『いろ・いろ 

色覚と進化
し ん か

のひみつ』 
 

川端裕人/作 
中垣ゆたか/絵 

講談社 

赤いりんごを茶色にかく人もいます。でもこれは、お

かしなことではありません。人によって、色の見え方

はちがうのです。色の見え方のちがいをさぐってみま

しょう。 

『あおをはっけんした 

ちいさなヤン 

みならいえかきのおはなし』 
 

ｼﾞｬﾝｰﾘｭｯｸ･ｱﾝｸﾞﾙﾍﾞｰﾙ/さく 
はしづめちよこ/やく 

ｲﾏｼﾞﾈｲｼｮﾝ・ﾌﾟﾗｽ 

 
ヤンは絵かきのみならいです。ある日、ほかのみなら

いたちが出かけてしまいました。ヤンはひとりのこっ

て、いそがしく絵のぐを作ります。すると、びっくりする

ようなことがおきたのです。 

 

『黒部
く ろ べ

の谷の 

小さな山小屋
や ま ご や

』 
 

星野秀樹/写真・文 

ｱﾘｽ館 

 

高い山にはさまれた黒部
く ろ べ

の谷底
たにぞこ

に、阿
あ

曽
ぞ

原
はら

温泉
おんせん

小屋
ご や

があります。雪が多い場所
ば し ょ

なので、毎年山小屋
や ま ご や

の人たちは、冬が来る前に屋根
や ね

や壁
かべ

をはずしてか

たづけて、夏に建
た

て直す作業
さぎょう

を行っています。 

『すごい! 

ミミックメーカー 

生き物
もの

をヒントに世界
せ か い

 

を変
か

えた発明家
はつめいか

たち』 

竹内薫/監修 ﾉｰﾄﾞｽﾄﾛﾑ/文 

ﾎﾞｽﾄﾝ/絵 今井悟朗/訳 

西村書店 

 ヤモリの歩く様子
よ う す

を見て、くっつくシートを考えつくな

ど、自然
しぜん

のすぐれたところをまねして、便利
べん り

な

発明品
はつめいひん

を作る人のことを、ミミックメーカーといいま

す。ワクワクする発明
はつめい

がいっぱいです。 

ことわざと慣用句
かんようく

が、ゆかいな絵といっしょにつなが

って、物 語
ものがたり

のようにすすみます。始
はじ

まりは「犬も歩け

ば、ぼうに当たる」です。どんなお話になるのかな？ 

『むげんことわざ 

ものがたり』 
 

大串ゆうじ/作 

偕成社 

しきかく 


